第１弾　障害者自立支援法アンケート調査　　

のしかかる負担！広がる不安！社会参加を後退させるな！ 

　私たち障害当事者の不安・反対の声をよそに、「障害者自立支援法」が昨年10月に成立しました。そして、自立支援法施行の第一段として、今年４月からサービスの利用に際しての原則１割の費用負担が始まりました。それぞれのサービス利用によって生じた負担が、それぞれの障害者にどのような影響を与えているのか、どのようなことが実際におこっているのか、緊急調査を行いました。　全国の481名の障害者から回答があり、ホームヘルプや通所授産、グループホーム等のサービスを使い、地域で暮らしている障害者の生の声と生活実態が数多く寄せられました。特に、重度の障害をもっている人たちからの回答が多く、やはり、重度であればあるほど負担が重くなり、いきなり上限額一杯の負担増となっていること、そのためガイドヘルプやホームヘルプ等を減らしたり、貯金を取り崩したりと、地域生活を直撃している状況が浮き彫りになりました。また、10月からの支給決定や新しいサービス体系への移行の中で、さらにサービスが使えなくなるのではとの不安も多く寄せられました。
　そうした不安、困難の中にあっても、「何としても地域で暮らしたい、暮らし続けたい」との「われら自身の声」を実現していくために、寄せられた声と実態を今後の見直しに反映させていき、厚生労働省や国会へ働きかけていきましょう。（10月以降の制度変更による影響についても、第２弾アンケート調査を予定しています）
○障害者からの不安の声！！
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○利用者の声　～自由回答より～

・「介助量が減ってしまうのではないか？年金等、わずかな収入で暮らしているので、預貯金を崩しながら４月からはやっています。どちらの面でも、これからが不安です」（東京在住　３９歳　女性）

・「支援費制度になって一人でも暮らしていけそうだと将来への希望が持てていた。自立支援法になって希望が持てない。どうしたらよいのかわからない」（東京在住　２２歳　男性）

・「１０月からのサービスが削られるのではないかと、とても不安です。又、これからの自立生活が危ないのではないか、とても不安です」（北海道在住　４４歳　男性）

・「移動支援のみサービスを受けているが、外に出たくても、自己負担が多くなればなるほどお金がなくなり、外に出る回数を減らすしかない。強制的にひきこもり状態。」（北海道在住　３０歳　女性）

・「これまでは、少々無理をしても仕事をしてきたが、自立支援法の応益負担では、そうして障害者自身が努力して得たもののなかから相当の負担を強いられるようになったので、有給で仕事をするのがバカらしくなる。」（北海道在住　３０歳　男性）
・「上限設定はあるが、費用負担をしなければならないのは辛い」（大阪在住　２６歳　男性）

・「障害が重度な人ほど介護時間が必要になる。その必要な時間を支給してもらえるのかと不安である。今のままでは負担金を払った残りのお金での生活は難しい、生活保護以下の生活水準になるのは問題だ」（沖縄在住　３１歳　女性）
○サービス利用のために、生活費を削り、貯金を切り崩している！生活が続けられるのか！？

　・生活費を削った　３８．６（１８７人）　　　・預貯金を切り崩した２３．９％（１１５人）

○実際にサービスを減らした！減らすことを考えている！

・実際にサービスを減らした　１０.６％（５１人）　・やめることを考えている１１．８％（５６人）

　　　　【減らした、減らすことを考えているサービス】

１番　移動介護　　　　　２番　ホームヘルプ　　　　３番　ショートステイ
○負担の増えかたも、月の負担上限額まで一気に増えている人が多い。それ以上の人も！ 

　・いきなり月の負担上限額まで払うことになった人も多い。他のサービスの負担上限との合算等で月の上限以上の人も出てきている。＊月の負担上限べつで、負担が増えた額によって、増えた人が何％いたかをあらわした下のグラフ参照のこと＊

○サービスの必要な重度障害。障害が重ければ重いほど負担も重い！ 

・障害者年金１級の人においては1級年金以外の人に比べて20,000～24,999円の増額になった人が２２．４ポイント、パーセンテージで約３倍にもわたった。サービスの必要な重度障害者、障害が重ければ重いほど負担も重くなっている。
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＜回答者の障害種別＞　　　　　　　　　　　＜回答者の受けている年金と手当ての受給状況＞

	障害種別（複数回答あり）

	全身性障害
	256
	53.2%

	肢体不自由
	72
	15.0%

	内部障害他

知的障害

精神障害

視覚障害

聴覚障害
	22
140
33
13
6
	4.6%
29.1%
6.9%
2.7%
1.2%

	年金・手当の受給状況（抜粋）

	障害基礎年金１級・受給者数
	311
	64.7%

	障害基礎年金２級・受給者数
	55
	11.4%

	特別障害者手当・受給者数
	212
	44.1%


＜実施団体＞　DPI日本会議　

〒101-0054東京都千代田区神田錦町3-11-8　武蔵野ビル５F

Tel: 03-5282-3730   Fax: 03-5282-0017

速報





自立支援法が始まって、どのような不安を感じていますか。
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回答者属性

		回答者属性 カイトウシャゾクセイ

		障害種別（複数回答あり） ショウガイシュベツフクスウカイトウ								年金・手当の受給状況（抜粋） ネンキンテアジュキュウジョウキョウバッスイ

		視覚障害 シカクショウガイ		13		2.7%				障害基礎年金１級・受給者数 ショウガイキソネンキンキュウジュキュウシャスウ		311		64.7%

		聴覚障害 チョウカクショウガイ		6		1.2%				障害基礎年金２級・受給者数 ショウガイキソネンキンキュウジュキュウシャスウ		55		11.4%

		知的障害 チテキショウガイ		140		29.1%				特別障害者手当・受給者数 トクベツショウガイシャテアジュキュウシャスウ		212		44.1%

		精神障害 セイシンショウガイ		33		6.9%				全体 ゼンタイ		481		100.0%

		全身性障害 ゼンシンセイショウガイ		256		53.2%

		肢体不自由 シタイフジユウ		72		15.0%

		内部障害他 ナイブショウガイホカ		22		4.6%

		全体 ゼンタイ		481		100.0%





不安

		

		問２（２）障害者自立支援法が施行されたことで、あなたは不安を感じていますか。 トイショウガイシャジリツシエンホウシコウフアンカン

				とても
不安だ フアン		不安だ フアン		不安は
ない フアン		わからない		合計 ゴウケイ		無回答 ムカイトウ

		生活の基礎的な面のお金について セイカツキソテキメンカネ		170		197		55		40		462		19

				36.8%		42.6%		11.9%		8.7%		100.0%

		福祉サービスの利用継続について フクシリヨウケイゾク		230		168		25		35		458		23

				50.2%		36.7%		5.5%		7.6%		100.0%

		日中活動や仕事の継続について ニッチュウカツドウシゴトケイゾク		199		158		53		44		454		27

				43.8%		34.8%		11.7%		9.7%		100.0%

		外出（日中活動や仕事時の外出を除く）について ガイシュツニッチュウカツドウシゴトジガイシュツノゾ		213		166		43		34		456		25

				46.7%		36.4%		9.4%		7.5%		100.0%

		これまでの生活スタイル（一人暮らし等）の継続について セイカツヒトリグナドケイゾク		214		148		28		45		435		46

				49.2%		34.0%		6.4%		10.3%		100.0%

		将来の生活について ショウライセイカツ		321		123		9		17		470		11

				68.3%		26.2%		1.9%		3.6%		100.0%

						減らした ヘ		56		11.6

						減検討 ゲンケントウ		71		14.8





不安 (グラフ)

		

		問２（２）障害者自立支援法が施行されたことで、あなたは不安を感じていますか。 トイショウガイシャジリツシエンホウシコウフアンカン
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